
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラスの配置の中でどこにいたか「集団⽣活と⾃分」と聞いて思ったこと 

今だったら学校という集団の中でどう過ごす？ 
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日時： ２０１３年 ３月 ２０日  １５時～１７時  ３月昼の部 

場所： Alternative Space Necco ２階 （東京都新宿区西早稲田 2-18-21 羽柴ビル 202 TEL/FAX:03-6233-7456） 

参加者：１８名（あやや；トウコ；あおの；えつ；佐藤あひる；Trinity13；重太朗；杉谷開；みつる；  

            hideki；わかな；のだめ；ミナリ；浦野；兒玉；ようこ。；他２名） 

見学者：１０名 

テーマ：シリーズ「学校」②集団生活と自分 
最後の「今だったら学校という集団の中でどう過ごす？」という問いかけに対する意⾒が、 
「集団から離れる」という分類と、「うまく（？）過ごしたい」という分類に⼤きく分かれたのですが、 
どちらも切実だなぁと印象に残りました。 

・悪い気持ち 
  （苦しい/つらい/落ち着かない/なじめない/むずかしい/ 
   思い出したくない/ギューッと固まる/ショック） 
・良い気持ち（⾃由） 
・わからない（どこが悪いのか/ルール/役割） 
・できない（時間通り/効率/適切/努⼒しても⼊れない/勉強）
・いじめ 
・間に合わない／うまく動けない 
・まねる 
・できた／よかった 
 （友達・教師に恵まれた／⾯⽩いキャラで認めてもらえた）
・単独⾏動がラク／1 ⼈の時間をつくる 
・合わせようとしても 1 ⼈になる 
・集団⾏動をしていなかった／意識したことがない 

・どこにも属してない 
・⼩さなグループ 
   （趣味／窓際／勉強／おとなしい） 
・下位から上位へ移動 
・上で孤⽴ 
・下で孤⽴  
・中⼼にいて⾃由に動く 

・集団から離れる（⼼理的／物理的） 
   例・学校に⾏かない 
    ・堂々と⼀⼈で過ごす 
・うまく（？）過ごしたい 
 例・教室の後ろで菓⼦パン喰ってる⼈になりたい 
  ・放課後にお茶とお菓⼦を楽しむリア充⽣活 
  ・透明⼈間になったつもりで観察 
  ・不利な状況でも⽴ち回れるスキルの訓練 
・環境（制度・⽀援者）に変化してほしい 

当事者研究会報 

Necco 当事者研究会報 
「Necco 当事者研究会」は 
2011 年 8 ⽉―2015 年 8 ⽉
の 4 年間の名称です。 


